
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て

所
　
長
　
針
　
生
　
清
　
人

　
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
段
階
に
向
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
日
韓
両
国
は
、
す
で
に
社
会

の
構
造
、
諸
制
度
、
意
識
の
上
に
大
き
な
変
化
を
見
な
が
ら
も
、
な
お
新
た
に
起
り
つ

つ
あ
る
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
し
か
も
近
代
化
に
伴
な
っ
て
起
る
問
題
は
全

て
が
連
動
し
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
都
市
化
と
人
口
移
動
、
出
生
率
、
高
齢
化

社
会
、
伝
統
的
な
世
代
区
分
の
変
化
、
老
人
福
祉
、
家
族
構
成
、
核
家
族
化
等
の
問
題

は
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
取
り
出

し
て
論
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
世
界
に
普
遍
的
な
問
題
で
あ

る
に
し
て
も
、
そ
の
現
れ
方
、
受
け
止
め
方
に
お
い
て
各
国
に
特
殊
で
あ
る
。

　
近
代
化
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
我
々
は
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

最
も
適
切
、
有
効
で
あ
る
か
直
ち
に
予
告
で
き
ぬ
が
、
そ
れ
を
求
め
一
歩
を
す
す
め
て

日
韓
両
国
の
当
面
の
問
題
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
期
せ
ず
し
て
、
近
代
化
を
反
省
す
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
基
底
と
過

程
が
問
題
と
な
り
、
日
韓
両
国
の
文
化
社
会
、
価
値
規
範
、
近
代
化
過
程
で
の
諸
変
化

の
相
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
ご
く
大
雑
把
に
い
え
ば
、
韓
国
側
の

報
告
の
基
調
は
近
代
化
の
遅
れ
て
始
ま
っ
た
こ
と
の
理
由
を
、
李
朝
、
日
本
統
治
下
、

朝
鮮
動
乱
お
よ
び
現
在
に
至
る
ま
で
の
各
時
代
の
歴
史
背
景
に
見
な
が
ら
、
韓
国
社
会

の
基
底
に
通
貫
す
る
儒
教
文
化
と
両
班
が
近
代
化
に
果
し
た
明
暗
両
様
の
役
割
に
見
て

い
る
。
ま
た
、
産
業
社
会
へ
の
進
展
に
伴
な
っ
て
伝
統
的
価
値
観
の
喪
失
か
ら
ア
ノ
ミ
ー

論
争
が
今
日
的
話
題
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
共
に
、
近
代
化
を
促
進
す
る
人
材

養
成
も
伝
統
文
化
を
基
盤
に
人
間
性
あ
る
、
国
籍
あ
る
教
育
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
の
報
告
は
、
同
様
の
反
省
に
立
ち
な
が
ら
も
、

近
代
化
の
進
行
そ
の
も
の
に
関
わ
る
と
こ
ろ
に
問
題
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
人
口
問
題
、
漢
字
文
化
、
儒
教
を
根
本
と
し
た
国
民
教
育
等
の
問
題
が
近
代
化
促

進
に
果
し
た
役
割
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
近
代
化
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
地
域
社
会
に
な

お
半
ば
制
度
化
し
て
残
る
伝
統
、
教
育
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
伝
統
回
帰
へ
の
志

向
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
近
代
化
促
進
と
関
連
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

何
れ
に
し
て
も
、
日
韓
両
国
の
関
心
は
伝
統
的
な
生
活
慣
習
、
意
識
の
上
に
近
代
化
が

ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
会
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
問
題
提
起
も
、
儒
教
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
が
近
代
化

に
果
し
た
役
割
、
韓
国
実
学
派
と
開
化
運
動
、
日
韓
儒
教
の
比
較
、
封
建
遺
制
の
見
直

し
等
、
伝
統
文
化
の
側
面
か
ら
近
代
化
を
見
よ
う
と
す
る
発
言
が
多
か
っ
た
。
が
、
ま

た
、
儒
教
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
Z
一
〇
°
り
な
ど
に
つ
い
て
は
σ
q
8
U
o
ピ
霧
面
か
ら
も

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
養
成
等
の
現
代
的
問
題
が
あ
る
こ

と
、
こ
の
種
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
日
本
・
韓
国
・
中
国
に
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
提
言
さ
れ
た
。

　
幾
つ
か
の
不
備
は
今
後
の
研
究
交
流
に
ま
つ
に
し
て
も
、
多
く
の
人
の
協
力
に
よ
る
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も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

講
師
紹
介

朴膓

在芋

侃蓼

大
正
＝
二
年
　
生

昭
和
二
三
年
　
ソ
ウ
ル
大
学
校
商
科
大
学
経
済
学
卒
業

　
　
　
　
　
　
韓
国
老
年
学
会
長

著
　
書

「
老
人
問
題
W
封
策
」

「
高
齢
者
教
科
書
」

「
韓
国
孝
行
實
録
」
他

講
師
紹
介

昭
和
　
五
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
三
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
八
年

昭
和
五
三
年

昭
和
六
一
年

溺
卵
硫
寮

広
島
県
生

米
国
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
O
ア
O
（
社
会
学
）

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
に
入
る

国
連
本
部
人
口
部
勤
務

国
連
本
部
人
口
部
人
口
推
計
課
長

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
に
戻
る

同
所
長

専
攻
　
人
口
学

学
位
　
社
会
学
博
士

著
　
書

「
世
界
の
人
口
」
他

講
師
紹
介

大
正
一
四
年

論
　
文

リ
ユ
ウ
　
　
シ
　
　
ジ
ユ
ン

柳
　
時
　
中

生韓
国
国
立
慶
北
大
学
校
社
会
学
科
卒
業

「
韓
国
老
人
の
生
活
実
態
」

「
韓
国
地
方
大
都
市
に
お
け
る
階
層
構
造
に
関
す
る
実
証
的
研

究
」
他講

師
紹
介

昭
和
　
二
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
七
年

昭
和
四
五
年

た
か
　
　
は
し
　
　
と
う
　
　
い
ち

高
　
橋
　
統
　
一

東
京
都
生

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
社
会
学
専
攻
卒
業

同
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科

社
会
人
類
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

東
洋
大
学
文
学
部
専
任
講
師

同
社
会
学
部
専
任
講
師

同
助
教
授

同
教
授

専
攻
　
文
化
人
類
学

学
位
　
文
学
修
士
、
社
会
学
博
士

著
　
書

「
宮
座
の
構
造
と
変
化
ー
祭
祀
長
老
制
の
社
会
人
類
学
的
研
究
」

「
文
化
人
類
学
ノ
ー
ト
」
（
共
著
）

「
ニ
グ
ロ
・
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
的
社
会
構
造
」
他
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講
師
紹
介

昭
和
＝
年

昭
和
三
二
年

昭
和
四
七
～

　
　
五
四
年

郭3
　　ク

泳1

宇ウ

生
ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
大
学
卒
業

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
留
学

学
位
　
教
育
学
博
士

著
　
書

「
現
代
教
育
経
営
の
諸
問
題
」

「
韓
国
教
育
政
策
の
探
索
」
他

講
師
紹
介

創
醜
史
贈

私
立
大
学
学
長
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
記
載

講
師
紹
介

昭
和

八
年

昭
和

五
年

昭
和

○
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
六
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
八
年

鍋
坐
瀧
A

生東
洋
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

同
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻

修
士
課
程
修
了

同
文
学
部
助
手

同
講
師

同
助
教
授

同
教
授

同
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
所
長

専
攻
　
日
本
思
想
史

学
位
　
文
学
修
士

著
書

「
哲
学
新
論
」
（
共
著
）

「
知
性
の
探
究
」
（
共
著
）

「
論
理
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」
（
共
著
）
他
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